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平成 22 年 12 月 17 日 

各      位 

会 社 名  助川電気工業株式会社 

代表者名  代表取締役社長 百目鬼 孝一 

（コード番号  ７７１１ ＪＡＳＤＡＱ） 

問合せ先  取締役管理本部長 小滝 理            

（TEL．０２９３－２３－６４１１） 

 

（訂正・数値データ訂正あり）「平成 22 年９月期決算短信」の 

一部訂正に関するお知らせ 
 

 平成 22 年 11 月 12 日付で開示しました「平成 22 年９月期 決算短信」の記載内容に一部誤りがあ

りましたので、その訂正を下記のとおりお知らせいたします。なお、訂正箇所は下線を付して表示し

ております。 

記 

１．訂正箇所 

12 ページ 4.【連結財務諸表】(2)【連結損益計算書】 

22 ページ 4.【連結財務諸表】(7)【表示方法の変更】 

43 ページ 5.【個別財務諸表】(2)【損益計算書】 

52 ページ 5.【個別財務諸表】(6)【表示方法の変更】
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２．訂正内容 

12 ページ 4.【連結財務諸表】(2)【連結損益計算書】 

（訂正前） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（省略） 

（訂正後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（省略） 
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22 ページ 4.【連結財務諸表】(7)【表示方法の変更】 

（訂正前） 
前連結会計年度 

(自 平成 20 年 10 月１日  

 至 平成 21 年９月 30 日) 

当連結会計年度 

(自平成 21 年 10 月１日  

 至平成 22 年９月 30 日) 

（連結貸借対照表） 

財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成 20

年８月７日内閣府令第 50 号）が適用となることに伴い、

前連結会計年度において、「たな卸資産」として掲記さ

れていたものは、当連結会計年度から「商品及び製品」

「仕掛品」「原材料及び貯蔵品」に区分掲記しておりま

す。なお、前連結会計年度の「たな卸資産」に含まれる

「商品及び製品」は 126,153 千円、「仕掛品」は 557,718

千円、「原材料及び貯蔵品」は 271,659 千円であります。

――――――――――― 

 

（訂正後） 

前連結会計年度 

(自 平成 20 年 10 月１日  

 至 平成 21 年９月 30 日) 

当連結会計年度 

(自平成 21 年 10 月１日  

 至平成 22 年９月 30 日) 

（連結貸借対照表） 

財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成 20

年８月７日内閣府令第 50 号）が適用となることに伴い、

前連結会計年度において、「たな卸資産」として掲記さ

れていたものは、当連結会計年度から「商品及び製品」

「仕掛品」「原材料及び貯蔵品」に区分掲記しておりま

す。なお、前連結会計年度の「たな卸資産」に含まれる

「商品及び製品」は 126,153 千円、「仕掛品」は 557,718

千円、「原材料及び貯蔵品」は 271,659 千円であります。

――――――――――― 

――――――――――― （連結損益計算書） 

前連結会計年度まで営業外費用の「その他」に含めて表

示しておりました「固定資産廃棄損」は、営業外費用の

総額の100分の10を超えたため区分掲記しております。

なお、前連結会計年度における「固定資産廃棄損」は

2,385 千円であります。 
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43 ページ 5.【個別財務諸表】(2)【損益計算書】 

（訂正前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（訂正後） 

 

 

（省略） 

（訂正後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  上 

 

 

（省略） 
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52 ページ 5.【個別財務諸表】(6)【表示方法の変更】 

（訂正前） 
前事業年度 

(自 平成 20 年 10 月１日  

 至 平成 21 年９月 30 日) 

当事業年度 

(自平成 21 年 10 月１日  

 至平成 22 年９月 30 日) 

（貸借対照表） 

財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成 20

年８月７日内閣府令第 50 号）が適用となることに伴い、

前事業年度において、「たな卸資産」として掲記されて

いたものは、当事業年度から「商品及び製品」「仕掛品」

「原材料及び貯蔵品」に区分掲記しております。なお、

前事業年度の「たな卸資産」に含まれる「商品及び製品」

は 126,153 千円、「仕掛品」は 557,718 千円、「原材料及

び貯蔵品」は 271,659 千円であります。 

――――――――――― 

 

（訂正後） 

前事業年度 

(自 平成 20 年 10 月１日  

 至 平成 21 年９月 30 日) 

当事業年度 

(自平成 21 年 10 月１日  

 至平成 22 年９月 30 日) 

（貸借対照表） 

財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成 20

年８月７日内閣府令第 50 号）が適用となることに伴い、

前事業年度において、「たな卸資産」として掲記されて

いたものは、当事業年度から「商品及び製品」「仕掛品」

「原材料及び貯蔵品」に区分掲記しております。なお、

前事業年度の「たな卸資産」に含まれる「商品及び製品」

は 126,153 千円、「仕掛品」は 557,718 千円、「原材料及

び貯蔵品」は 271,659 千円であります。 

――――――――――― 

――――――――――― （損益計算書）  

前事業年度まで営業外費用の「その他」に含めて表示し

ておりました「固定資産廃棄損」は、営業外費用の総額

の 100 分の 10 を超えたため区分掲記しております。な

お、前事業年度における「固定資産廃棄損」は 2,385

千円であります。 

 

以上 


